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生活　消費者相談

若
者
の
た
め
の

就
職
セ
ミ
ナ
ー

対
象
は
、
お
お
む
ね
35
歳
未

満
の
方
。
履
歴
書
の
書
き
方
や

面
接
の
受
け
方
に
自
信
の
な
い

方
、
就
職
に
向
け
自
分
の
職
歴

や
経
験
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た

い
方
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
鷹
と

市
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

▽
①
１
日
コ
ー
ス
＝
９
月
６
日
d

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、
履

歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
と

面
接
必
勝
法
、
講
師
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
三
鷹
就
職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
林
敦
美
さ
ん
、
②
２
日
間
コ

ー
ス
＝
９
月
20
日
d
、
履
歴
書
・

職
務
経
歴
書
の
個
別
添
削（
個
別

指
導
）。
21
日
e
、
模
擬
面
接
と

ま
と
め（
個
別
指
導
と
グ
ル
ー
プ

指
導
）、
講
師
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三

鷹
・
わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
の

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
い
ず

れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
。
①

②
と
も
産
業
プ
ラ
ザ
で
。

▼
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
鷹

１
階
２
番
職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー

@
47
―
８
６
１
７
へ
直
接
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
む
。
定
員
は

①
50
人
、
②
16
人
。

e

生
活
経
済
課
@
内
線
２
５

４
２

市
内
農
家
で
ぶ
ど
う
狩
り
と

直
販
〜
秋
の
味
覚
を

一
足
お
先
に
〜

市
内
８
件
の
農
家
で
「
ぶ
ど
う

狩
り
」
と
「
ぶ
ど
う
販
売
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▽
８
月
20
日
a

ご
ろ
か
ら
各
農

家
で
。
種
類
は
「
藤
稔
」「
高
尾
」

「
紅
伊
豆
」
な
ど
。
価
格
は
１

１
千
500
円
か
ら
（
種
類
な
ど
に

よ
り
変
わ
り
ま
す
）。

◆
生
産
農
家

宇
田
川
清
志
（
新

川
１
―
13
―
１
@
46
―
１
４
５

２
）、
小
林
昭
（
牟
礼
１
―
８
―

13
@
49
―
０
０
２
２
）、
板
橋
利

定
（
牟
礼
３
―
７
―
17
@
44
―
４

３
８
１
）、
吉
野
稔
（
上
連
雀
９

―
18
―
10
@
43
―
５
６
４
４
）、

高
橋
永
久
（
井
口
３
―
17
―
34
@

32
―
８
３
８
７
）、
島
田
芳
造

（
大
沢
６
―
３
―
23
@
32
―
５
４ キ

ロ

３
３
）、
吉
野
康
雄
（
野
崎
３
―

26
―
24
@
31
―
６
８
３
１
）、
吉

野
米
吉
（
野
崎
１
―
12
―
23
@
44

―
６
７
３
１
、宅
配
・
直
販
の
み
）

く
わ
し
く
は
生
産
農
家
ま
た
は

Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
三
鷹
支
店
指
導

課
@
46
―
２
１
５
２
へ
。

ダ
イ
コ
ン
の
種
ま
き
講
習
会

▽
８
月
26
日
g

午
後
１
時
30
分

か
ら
三
鷹
市
農
業
公
園
で
（
荒
天

の
場
合
は
翌
日
）。
作
業
に
適
し

た
服
装
で
長
靴
な
ど
を
持
参
。
10

月
29
日
a

の
農
業
公
園
ま
つ
り

で
収
穫
祭
を
開
催
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し

三
鷹
緑
化
セ
ン
タ
ー
@
48
―
７
４

８
２
へ
。

住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
費

を
助
成
し
ま
す

玄
関
や
階
段
、
廊
下
に
手
す
り

や
滑
り
止
め
を
付
け
た
り
、
和
式

ト
イ
レ
を
洋
式
ト
イ
レ
に
変
更
す

る
な
ど
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
た
め
の
改
修
工
事
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

①
市
内
の
住
宅

に
居
住
し
て
い
る
方
、
②
本
人
ま

た
は
同
居
親
族
が
、
介
護
保
険
居

宅
介
護
（
介
護
予
防
）
住
宅
改
修

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入

費
や
環
境
活
動
事
業
費
を

助
成
し
ま
す

「
三
鷹
市
環
境
基
金
」
を
活
用

し
た
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な

ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
団
体

が
行
う
環
境
活
動
事
業(

環
境
調

査
や
講
演
会
、
環
境
学
習
な
ど
）

の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

◆
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
助
成

◇
助
成
対
象
設
備
　
太
陽
光
発

電
、
風
力
発
電
、
燃
料
電
池
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
。

◇
助
成
額
　
１
事
業
に
つ
き
、

１

ワ
ッ
ト
あ
た
り
５
万
円
で

20
万
円
を
上
限
と
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

◆
環
境
活
動
事
業
助
成

◇
助
成
対
象
事
業
　
①
公
害
防

止
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
緑
化
、

自
然
環
境
保
護
な
ど
に
役
立
つ
事

業
、
②
環
境
学
習
会
、
環
境
講
演

会
な
ど
、
③
環
境
保
全
に
必
要
な

知
識
を
提
供
す
る
た
め
の
事
業
、

④
環
境
活
動
の
推
進
に
役
立
つ
調

査
研
究
事
業
な
ど
。

◇
助
成
額
　
助
成
対
象
事
業
に
要

す
る
経
費
の
２
分
の
１（
１
団
体
１

事
業
と
し
、
上
限
10
万
円
）と
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

▼
い
ず
れ
も
９
月
13
日
d
（
必
着
）

キ
ロ

ま
で
に
「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹

市
役
所
環
境
対
策
課
」（
市
役
所
５

階
z
番
窓
口
）
へ
直
接
ま
た
は
郵

送
で
申
し
込
む
。

e

同
課
@
内
線
２
５
２
３
へ
。

ご
み
処
理
広
域
支
援
の

説
明
会
を
開
催

二
枚
橋
衛
生
組
合
（
調
布
市
・

小
金
井
市
・
府
中
市
に
よ
る
一
部

事
務
組
合
）
が
運
営
す
る
可
燃
ご

み
焼
却
施
設
の
焼
却
炉
（
３
基
）

が
、
老
朽
化
の
た
め
10
月
か
ら
来

年
３
月
に
か
け
て
段
階
的
に
停
止

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
多
摩
地

域
の
ご
み
処
理
の
広
域
支
援
と
し

て
、
市
で
は
調
布
市
か
ら
発
生
す

る
可
燃
ご
み
の
一
部
を
受
け
入
れ

る
予
定
で
す
。
広
域
支
援
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
①
８
月
26
日
g

午
前
10
時
30

分
か
ら
、
②
８
月
29
日
c

午
後

７
時
か
ら
、
い
ず
れ
も
新
川
中
原

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。

▼
直
接
会
場
へ
。

e

ご
み
対
策
課
@
内
線
２
５

３
３エ

コ
セ
メ
ン
ト
化
施
設
が

本
格
始
動
し
ま
し
た

三
鷹
市
な
ど
多
摩
25
市
１
町
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
東
京
た
ま
広

域
資
源
循
環
組
合
の
「
エ
コ
セ
メ

ン
ト
化
施
設
」
が
、
７
月
か
ら
本

格
始
動
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
埋
め
立

て
て
い
た
ご
み
の
焼
却
灰
を
セ
メ

ン
ト
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

で
、
今
後
処
分
場
に
埋
め
立
て
る

の
は
不
燃
ご
み
だ
け
と
な
り
、
処

分
場
を
使
え
る
年
数
を
30
年
以
上

に
延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
事

業
で
ご
み
問
題
が
す
べ
て
解
決
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み

の
さ
ら
な
る
減
量
・
資
源
化
に
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
施
設
見
学
を
受
け
付
け
ま
す

▽
見
学
日
は
毎
週
火
〜
木
曜
日
。

▼
事
前
に
、
町
会
・
自
治
会
・
学

校
な
ど
（
１
団
体
10
人
以
上
）
の

単
位
で
ご
み
対
策
課
@
内
線
２
５

３
３
へ
申
し
込
む
。

外
環
・
環
境
影
響
評
価
準
備

書
の
都
民
の
意
見
を
聴
く
会

都
は
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条

例
に
基
づ
き
、
都
市
高
速
道
路
外

郭
環
状
線
（
世
田
谷
区
宇
奈
根
〜

練
馬
区
大
泉
町
）
事
業
に
係
る
環

境
影
響
評
価
準
備
書
に
係
る
都
民

の
意
見
を
聴
く
会
を
開
催
し
、
公

述
人
を
募
集
し
ま
す
。

◆
意
見
を
聴
く
会

▽
９
月
16
日
g

午
前
10
時
30
分

か
ら
都
庁
都
民
ホ
ー
ル
で
。

▼
当
日
、
午
前
10
時
か
ら
会
場
で

先
着
200
人
に
傍
聴
券
を
配
布
。

※
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場

合
、
聴
く
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

◆
公
述
人
の
募
集
　
25
人
程
度

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）、
公

述
は
１
人
15
分
以
内
。

▼
８
月
21
日
b
〜
９
月
４
日
b

（
消
印
有
効
）に
、
対
象
事
業
の
名

称
・
公
述
人
の
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号（
団
体
な
ど

は
そ
の
名
称
・
事
務
所
所
在
地
・

代
表
者
の
氏
名
・
公
述
人
の
役
職

名
と
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
）

と
公
述
の
要
旨
を
記
入
し
「
〒
163

―
８
０
０
１
東
京
都
環
境
局
都
市

地
球
環
境
部
環
境
影
響
評
価
課
」へ

直
接
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
む
。

e

同
課
@
03
―
５
３
８
８
―

３
４
５
３

大
沢
三
丁
目
環
境
緑
地
整
備

地
区
地
区
計
画
を
8
月
10
日

決
定
し
ま
し
た

大
沢
三
丁
目
に
あ
る
旧
み
ず
ほ

ア
セ
ッ
ト
信
託
銀
行
グ
ラ
ウ
ン
ド

エ
コ
セ
メ
ン
ト

ご
み
の
焼
却
灰
を
主
原
料
と

し
て
製
造
さ
れ
る
セ
メ
ン
ト
の

こ
と
。
エ
コ
セ
メ
ン
ト
は
、
普

通
セ
メ
ン
ト
と
同
等
の
性
質
を

持
ち
、
道
路
の
側
溝
、
縁
石
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
建
築

工
事
へ
の
利
用
、
ブ
ロ
ッ
ク
、

ベ
ン
チ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
に
使
わ
れ
ま
す
。

跡
地
の
開
発
に
伴
い
、緑
豊
か
で
、

良
好
な
景
観
と
住
環
境
を
有
す
る

ゆ
と
り
の
あ
る
住
宅
地
の
形
成
と

保
全
を
目
的
と
し
て
、
大
沢
三
丁

目
環
境
緑
地
整
備
地
区
地
区
計
画

を
都
市
計
画
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
区
域
内
で
建
築
物

の
新
築
・
増
築
や
区
画
の
変
更
な

ど
を
行
う
場
合
に
は
、
市
に
届
け

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
計
画
で
定
め
た
建

築
物
等
の
制
限
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
は
、「
三
鷹
市
地
区
計
画
の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
」お
よ
び「
三
鷹
市

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建

築
物
の
緑
化
率
の
最
低
限
度
に
関

す
る
条
例
」に
定
め
る
予
定
で
す
。

e

都
市
計
画
課
@
内
線
２
８

１
３第

3
回
三
鷹
市
都
市
計
画

審
議
会

▽
８
月
30
日
d

午
後
２
時
か
ら

市
議
会
全
員
協
議
会
室
（
市
役
所

３
階
）
で
。
内
容
は
東
京
外
か
く

環
状
道
路
に
関
す
る
環
境
影
響
評

価
準
備
書
に
係
る
市
長
意
見
の
た

た
き
台
に
つ
い
て
。

▼
傍
聴
希
望
の
方
は
、
８
月
24
日

e

（
必
着
）
ま
で
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
「
〒

181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
都
市
計

画
課
」、

toshikeikaku@
city

.m
itaka.tokyo.jp

へ
申
し
込
む
。

定
員
15
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）。

e

同
課
@
内
線
２
８
１
１

地
区
計
画

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
都

市
計
画
の
ひ
と
つ
で
、
地
域

住
民
の
み
な
さ
ん
の
合
意
に

よ
り
、
地
域
に
お
け
る
道
路

や
公
園
等
地
区
施
設
の
配
置
、

建
築
物
等
の
建
築
に
関
す
る

制
限
な
ど
、
地
域
の
ル
ー
ル

を
定
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
制

度
。

費
、
三
鷹
市
高
齢
者
自
立
支
援
住

宅
改
修
費
、
三
鷹
市
重
度
障
が
い

者
（
児
）
住
宅
設
備
改
善
費
の
い

ず
れ
の
給
付
も
受
け
ら
れ
な
い

方
、
③
市
内
に
本
店
、
支
店
ま
た

は
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
建
築

関
連
業
者
に
、
２
万
円
（
消
費
税

額
を
除
く
）
以
上
の
改
修
工
事
を

発
注
す
る
方
。

◆
助
成
額

改
修
工
事
に
要
し
た

費
用
（
消
費
税
額
を
除
く
）
の

20
％
で
、
最
高
15
万
円
ま
で
。

◆
助
成
対
象
工
事

住
宅
内
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
や
玄
関
か
ら
道
路

へ
の
敷
地
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
目
的
に
行
う
改
修
工
事
で
、
①

手
す
り
の
取
り
付
け
、
②
段
差
な

ど
の
解
消
、
③
滑
り
防
止
や
移
動

し
や
す
い
床
材
へ
の
変
更
、
④
引

き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
り
替
え
、

⑤
洋
式
便
器
な
ど
へ
の
便
器
の
取

り
替
え
、
⑥
そ
の
ほ
か
①
〜
⑤
に

附
帯
し
た
工
事
。

※
既
存
住
宅
の
改
修
工
事
が
対

象
。

▼
関
係
書
類
を
添
え
て
、
ま
ち
づ

く
り
建
築
課
へ
申
し
込
む
（
工
事

契
約
前
に
申
請
が
必
要
で
す
）。
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築
課
@
内

線
２
８
６
７

〈
相
談
〉

自
宅
の
ポ
ス
ト
に
貸
金
業
者

の
チ
ラ
シ
が
投
函
さ
れ
て
い
た
。

低
金
利
融
資
と
の
文
言
に
魅
力

を
感
じ
電
話
を
し
た
。
業
者
に

５
万
円
借
り
た
い
と
い
う
と
、

す
ぐ
に
振
り
込
む
の
で
銀
行
の

口
座
番
号
を
教
え
て
欲
し
い
と

言
わ
れ
、
教
え
た
。

翌
日
、
５
万
円
が
自
分
の
口

座
に
振
り
込
ま
れ
て
い
た
。
ま

も
な
く
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

10
日
後
に
７
万
円
を
返
済
せ
よ

と
言
う
。
10
日
で
２
万
円
の
利

息
は
余
り
に
高
金
利
す
ぎ
な
い

か
。

（
20
歳
代
男
性
）

〈
処
理
〉

10
日
で
２
万
円
の
利
息
は
法

外
な
金
利
で
す
。
相
談
者
が
借

り
た
の
は
法
が
定
め
る
上
限
金

利
を
守
ら
ず
に
融
資
す
る
ヤ
ミ

金
業
者
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
出

資
法
に
よ
る
上
限
金
利
は
年
利

29
・
２
％
で
す
。

※
５
万
円
を
10
日
間
借
り
た

相
談
の
ケ
ー
ス
で
は
利
息
は
400

円
で
す
。

消
費
者
相
談
室
で
は
こ
の
利
息

を
参
考
に
返
済
し
、
警
察
に
も
届

け
出
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
押
し
貸
し
」
を
防
ぐ

た
め
、
業
者
に
教
え
た
口
座
を

解
約
す
る
こ
と
も
勧
め
ま
し
た
。

「
押
し
貸
し
」
と
は
借
り
る
意
思

の
な
い
者
に
無
理
や
り
お
金
を

振
り
込
み
、
貸
し
て
や
っ
た
と

脅
か
し
て
高
金
利
を
取
り
立
て

る
と
い
う
も
の
で
す
。

最
近
、
若
者
か
ら
の
借
金
に

関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

ア
パ
ー
ト
代
が
不
足
し
た
、
ち

ょ
っ
と
生
活
費
が
足
り
な
い
と

い
っ
た
理
由
で
貸
金
業
者
を
利

用
す
る
よ
う
で
す
。

ど
う
し
て
も
借
り
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
貸
金
業
者
の
営
業
所
所
在
地

や
都
道
府
県
知
事
あ
る
い
は
財

務
局
長
の
登
録
番
号
を
確
認
す

る
。

○
借
入
金
額
、
金
利
、
返
済
期

間
な
ど
の
契
約
内
容
を
書
面
で

確
認
し
契
約
書
を
取
り
交
わ
す
。

○
返
済
計
画
を
考
え
る
と
き
、

借
入
金
は
年
収
の
１
割
ま
で
を

目
安
と
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ

で
低
金
利
を
う
た
う
貸
金
業
者

に
安
易
に
借
金
の
申
し
込
み
を

す
る
の
は
危
険
で
す
。
法
外
な

金
利
と
暴
力
的
な
取
り
立
て
を

行
う
ヤ
ミ
金
業
者
の
可
能
性
も

あ
る
の
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
出
資
法
の
上
限
金

利
（
年
利
29
・
２
％
）
を
利
息

制
限
法
の
水
準
（
年
利
15
〜

20
％
）
に
引
き
下
げ
る
方
向
で

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
三
鷹
市
消
費
者
生
活
相
談
員
）

注
意
！
低
金
利
で
誘
う

ヤ
ミ
金
業
者
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